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WET 時：WET 重量に荷重倍数 6 を乗じた荷重が主翼上向きに一様分布
圧力として負荷されるものと仮定 
DRY時：WET 時と同様 
※1 機軸方向に 1.9 Gを同時負荷 
























4.5 G ※1 
1.5 G 
脚 
前脚 3 G 
主脚 2 G 
前脚 4.5 G 
主脚 3  G 
前脚 3 G 
主脚 3 G 
前脚 4.5 G 
主脚 4.5 G 
機首コーン部 動圧 80 kPaに対して座屈しないこと 
※1 機軸方向に 2 Gを同時負荷 
※2 機軸方向に 3 Gを同時負荷 
 
 














機体構造部名称 個数 変更前重量 kg 変更後重量 kg 
ノーズコーン 1 5.1 2.2 
前部胴体 1 14.7 7.7 
翼胴一体中央胴体 1 72.5 33.2 
主翼端部 2 9.0 9.0 
後部胴体 1 47.0 31.8 
タンク支持構造 1 9.1 9.1 
機械計装 1 14.0 14.0 
熱計装 1 1.6 1.6 





極荷重：4.5 G）に変更することで，機体重量は 64.4 kg軽量化される結果となった．これは荷重
条件変更前機体重量の約 37 %に相当するため，大幅な軽量化効果があることが示された． 
今回の設計結果を実現するためにも，オオワシ２号機のシステム設計を今後さらに検討する必
要がある． 
